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議会運営委員会の諮問事項の提案について 

 

 

会派名  公 明 党  

 

 

項 目 

 

意見書等の提出に関する陳情の取扱いについて 

 

提案理由 

意見書等の提出を求める陳情は、各常任委員会に付託して審査しているため、

賛成多数で採択となる場合がある。この場合は、全会一致ではないため意見書

等を提出することができず、議会としての道義的責任（議会の不作為）が生じ

ることになる。また、４人会派や３人会派が所属していない委員会で全会一致

の採択となった場合、該当する会派は、委員会終了後、作成された意見書の案

文で確認している。 

以上の課題を解決するため、意見書等の提出を求める陳情については、採決

が前提である「陳情」審査ではなく、議会全体の合意が図られるように、議会

運営委員への参考送付とし、意見書等を提出すべきと判断した会派は、案文を

作成・提出し、会派提案の意見書と併せて幹事長会において議論することを提

案する。 

 


